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MAX3740/MAX3795 レーザドライバの  
平均パワーモニタ(PWRMON)  

 
MAX3740およびMAX3795のレ

ーザドライバは、レーザダイオー

ドの平均光パワーのモニタ出力

電圧を提供します。モニタ出力

は、レーザアセンブリのモニタダ

イオード電流から得られます。こ

の平均光パワーをモニタすると

いう方法は、データ通信タイプ

のレーザドライバでよく行われま

す。MAX3740とMAX3795上で

のこの機能を動作させる方法は、

SFF8472ディジタル診断を実装

した際に混乱を招くおそれのあ

る、他のレーザドライバで使わ

れた従来の手法とは異なります。
 

 
レーザアセンブリからのモニタダ

イオード電流は、レーザからの

平均光出力パワーにほぼ比例

しています。一般にレーザドライ

バは、モニタダイオード電流の

出力を使用して、レーザダイオ

ードから放出される平均パワー

を調整しています(図1、2)。ドラ
イバのこの機能は、自動パワー

制御(APC)ループと呼ばれます。 
 
SFPモジュールアプリケーション

で使用されるレーザドライバは

しばしば、デバイスの出力ピン

の1つを通じて、モニタダイオー

ド電流のミラー電流出力を提供

します(図1)。ピンに抵抗を配置

することによって、モジュールコ

ントローラ(たとえばDS1856)は、

モニタダイオード電流に比例し

た(結果として平均パワーに比

例した)電圧をモニタすることが

可能となります。SFF8472の要

件を満たすため、適切な調整と

オフセットがコントローラの中に

用意されています。 
 

MAX3740とMAX3795は、電圧

出力PWRMONピン (図2)を使

用して、電流ミラー出力ではなく、

平均パワーを通知します。これ

らのデバイスの違いは、レーザ

ドライバの自動パワー制御ルー

プが正常に機能している限り、

モニタダイオードの絶対電流に

かかわらず、PWRMON電圧が

常に0.4Vであるということです。

それでは、コントローラはどのよ

うにモニタ出力を使用して平均

光パワーをモニタしているので

しょうか。 
 
この機能の使用方法を説明す

るため、例として2つの光モジュ

ールを取り上げてみましょう。各

モジュールを-4dBmの平均パワ

ーに設定します。モジュール1は、

100μAのモニタダイオード電流

に変換され、モジュール2は、

200μAのモニタダイオード電流

に変換されます(レーザとモニタ

ダイオード間には部品間のカッ

プリングのばらつきがあるため、

同じ平均光パワーであってもモ

ニタダイオード電流が変動する

ことは一般的です)。 
 
どちらのモジュールでも、APC
ループが出力を0.4V電圧に調

整するために、PWRMONが通

知する電圧は0.4Vになります。

2つのモジュールの違いは、設

定抵抗だけです。 
 
モジュール1の設定抵抗は、約

2kΩ(0.2V/RPWRSET)、およびモ

ジュール2の設定抵抗は、約1k
Ω(0.2V/RPWRSET)です。何らか

の理由で、モジュールの 
 

ベンダが、実際のモニタダイオ

ード電流を知って保存すること

が必要になった場合でも、上式

に与える設定抵抗を知るだけで

よいのです。ただし、SFF8472
の要件に合わせて内部で較正

されたI2Cバスから通知された

値は、光パワー出力であって、

MD電流ではありません。 
 
製品が正しく機能して障害がな

ければ、PWRMON電圧は0.4V
を維持します。電圧は、モニタダ

イオードの絶対電流の設定値に

関係なく常に0.4Vであるため、

内部キャリブレーション手順が

簡素化されます。各モジュール

が同じ平均パワーに較正される

限り、あらゆるモジュールに同じ

オフセットと調整を使用できるか

らです。  
 
APCループがレギュレーション

から外れた場合、電圧はMD電

流の変動値の関数として変化し

ます。これは、設定抵抗を通過

する経路以外は、MD電流のす

べての経路がハイインピーダン

スになるからです。したがって、

パワーが2倍になると、電流が2
倍になり、またRが固定値であ

るため、電圧も2倍になります。 
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図1：従来のモニタブロック図         
 
 
 
 
 

 
 

図2：MAX3795のモニタブロック図
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デバイスの障害スレッショルドが

0.8Vに設定されています。これ

は、MD電流が元の設定値の2
倍になった場合に障害が通知さ

れるということです。値がこの間

に収まっていれば、障害は通知

されませんが、PWRMONにお

ける同じ電圧増加量が、相対的

なMD電流の変化に対応するも

のと想定してパワーを計算する

ことができます。 
 
2つのモジュールのケースでは、

モジュール1の場合、-4dBmの

パワーで、モニタダイオードの電

流は100μAとなり、PWRMON
から0.4Vの出力が通知されま

す。安全フォルトやその他の理

由でループがレギュレーション

から外れると、パワーは-1dBm
に増大し、PWRMONにおける

電圧は0.8Vとなり、このケース

では、200μAのモニタダイオー

ド電流になります。モニタダイオ

ード電流が150μAの場合、電

圧は約0.6Vになります。 
 
モジュール2の場合、-4dBmの

平均パワーで、モニタダイオード

電 流 は 200 μ A と な り 、

PWRMONの電圧は0.4Vとなり

ます。上記と同様に、ループが

レギュレーションから外れて、パ

ワーが -1dBmに増大すると、

PWRMONにおける電圧は0.8V
となり、モニタダイオード電流は

400μAになります。モニタダイ

オード電流が150μAの場合、

電圧は約0.6Vになります(モニタ 

 
ダイオード電流が2倍になれば

電圧も2倍になり、常に同じ比率

になります)。 
 
この平均パワーをモニタすると

いう方法には、従来の手法に比

べて他にも利点があります。固

定抵抗に対して電圧を生成する

MD電流の電流ミラーがあるだ

けというレーザドライバでは、モ

ニタダイオード電流の部品間の

ばらつきによって、各モジュール

の障害レベルが高すぎる場合も

あれば、低すぎる場合もありま

す。 
 
元の例に戻って、平均パワーを

モ ニ タ す る た め に

MAX3735A(図1)にあるような

従来の電流ミラー方法を使用す

る場合、モジュール1とモジュー

ル2の平均パワーを -4dBm、

MD電流をそれぞれ100μAと

200μAに設定します。このケー

スの障害レベルは、ドライバに

よって約1.3Vの固定値に設定さ

れます。 
 
この例では、両方のケースのモ

ニタ抵抗を3.25KΩに設定しま

す。したがって同じ平均光出力

パワーで、モジュール1は、100
μA x 3.25kΩ = 0.325Vの電

圧を、モジュール2は、200μA x 
3.25kΩ = 0.65Vの電圧をそれ

ぞれ通知します。 
 
MD 電流が 2 倍(平均パワーの

約 2 倍)になれば、モジュール 1 

 
は-1dBm の平均パワーで、200
μA x 3.25kΩ = 0.65V の電圧、

モジュール 2 は、-1dBm の平均

パ ワ ー で 、 400 μ A x 
3.25kOhm = 1.3V の電圧とな

ります。このケースでは、両方の

モジュールのパワーが 2 倍にな

っていますがモジュール 2 のみ

が障害を通知することに留意し

てください。多くのケースにおい

て、所定の平均パワーに対する、

MD 電流のレーザの部品間ばら

つきが大幅に異なることはない

ため、この従来型の手法は正常

に機能します。ただし、上述のよ

うに、大きなばらつきが存在した

場合、調整可能な抵抗をモニタ

上で使用して、モジュールごとに

抵抗を較正しなければ、適正な

安全レベルを設定する場合に問

題が生じる可能性があります。

MAX3740 と MAX3795 はこの

問題を緩和し、キャリブレーショ

ンのプロセスを簡素化します。 
 
以上により、SFF8472 の診断を

実装したモジュールアプリケー

ションでは、レーザダイオードの

出力パワーをモニタするための

便 利 で 簡 単 な 手 段 が

MAX3740 と MAX3795 に用意

されているということ、およびこ

の方法は、モニタダイオードの

部品間ばらつきが大きい場合で

も安定した障害レベルを提供で

きるということが明らかになりま

した。 
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